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令和７年度 第４回 長野市国民健康保険運営協議会 会議概要 

 
日   時 令和８年２月 17 日（火）午後１時 30 分～午後２時 30 分 

会   場 第二庁舎 10 階会議室 203 

出 席 者 委員 15 名（欠席者６名） 

出席 古澤委員、大平委員、北嶌委員、佐藤梨枝子委員、村山委員、佐藤悦郎委員、

中澤委員、濱田委員、伊藤委員、北村委員、清水委員、小池委員、西島委員、西委員

大日方委員 

 欠席 山本委員、大澤委員、原田委員、藤橋委員、加藤委員、前田委員 

事務局 11 名 小林保健福祉部長、柄澤国保・高齢者医療課長 他 

（傍聴者 １名） 

次   第 １ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 議  事 

(1) 議事録署名人の指名 

(2) 国民健康保険の現況 

(3) 令和８年度保険料について 

(4) 保健事業の実施状況について 

(5) 令和８年度長野市国民健康保険事業計画（案） 

(6) 令和８年度長野市国民健康保険特別会計予算（案）概要 

① 事業勘定 

② 直診勘定 

(7) そ の 他 

４ 閉  会 
議   事 (1) 議事録署名人の指名 

会長から北嶌史子委員が指名された。 

 

(2) 国民健康保険の現況について 資料１ 

事務局が資料１を説明した。 

【質疑応答】なし 

 

(3) 令和８年度保険料について 資料２ 

【質疑応答】 

＜委員＞ 

５ページ ２(2)の軽減判定所得について、５割軽減と２割軽減の基準がそれぞれ

増額になったということで、保険料を納める額が減ったことはありがたいことだが、
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今回見直しを行った理由を教えてほしい。 

 

＜国保・高齢者医療課＞ 

政令の基準額がそれぞれ 5 千円、１万円増額されたのにあわせて改正する。 

 

(4) 保健事業の実施状況について 

【質疑応答】 

＜委員＞ 

９ページ ３特定検診・特定保健指導(2)の③人間ドック・脳ドックの受診費用の補

助について、私も人間ドックを受ける時の 15,000 円の補助は助かったし、フィット

ネスクラブの体験チケットもいただいた。ところで後期高齢者の脳ドックについて

は、7,500 円の補助ということでよいか。 

＜国保・高齢者医療課＞ 

10 ぺージの表‐５は、国保加入者の人間ドックの実績となり、脳ドックの受診体制

も整えているが 83 人がその人数である。後期高齢者の人間ドックの状況は、19 ペー

ジの②の表‐24 の後期高齢者健診受診数に後期高齢者の人間ドック受診分 4,500 人

程度が含まれており、広域連合の基準額に基づき 7,500 円を補助している。 

＜委員＞ 

要するにお金の出所が異なるということか。 

＜国保・高齢者医療課＞ 

そうである、保険者は長野県後期高齢者医療広域連合である。 

 

(5) 令和８年度長野市国民健康保険事業計画（案） 

【質疑応答】 

＜委員＞ 

27 ページ ４収納率向上対策の滞納処分について、長野県地方税滞納整理機構への

移管実績については７月の協議会の資料で分かるが、差押という最終手段になる件数

はどの位あるのか。 

＜国保・高齢者医療課＞ 

令和６年度の差押件数は 199 件であり、預貯金や生命保険の差押が主である。 

＜委員＞ 

差押できるということは財産があるということだと思うが、財産が無い場合はどう

なるのか。 

＜国保・高齢者医療課＞ 

差押に至るまでには十分な財産調査を行い、財産が無いと判断したものについて

は、滞納処分の執行停止で徴収を一定期間棚上げするという対応を取っている。 
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＜委員＞ 

執行停止期間中、被保険者は保険証を使用できるのか。 

 

＜国保・高齢者医療課＞ 

保険証は使える。 

＜委員＞ 

27 ページの上から５行目に「ポピュレーションアプローチ」という専門的な用語が

出てくる。健康づくりの分野で使用されている用語と思うが、一般的には難しいので

次年度の計画作成時に意味を補っていただければと思う。 

 

（全会一致で本案が承認され、決定した。） 

 

(6) 令和８年度長野市国民健康保険特別会計予算（案）概要 

① 事業勘定 

【質疑応答】なし 

 

② 直診勘定 

【質疑応答】なし 

 

 


